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した｡ 細切 した肺組織 1g をcolagenase
(1.5mg/ml)およびhyaluronidase (35mg/ml
)を含むDMEM6ふ1に浮遊し.時々撹拝しなが
ら37℃で60分間incubateした｡メッシュを用いて
未消化の肺組織を集め,再度酵素液に浮遊し,37
℃で30分間incubateした｡未消化の肺組粒はさら
に同様の酵素消化を行った｡3回の酵素消化によっ
て得られた単離細胞浮遊液を合わせてメッシュを
通し,遠心洗浄した｡Trisbufferを用いて赤血
球を溶解除去し,さらに遠心洗浄を行った｡得ら
れた細胞の生存率は95%以上であり,細胞浮遊液
中にはヒトの場合には2-5%,ニホンザルの場
合には5-28%の肥満細胞が観察された｡また,
lgの肺組織から3×105-1×10個 の肥満細胞
が得られることを確認した｡
今後は肺組織から分離した肥満細胞の反応と肺
切片を用いた場合の反応との比較,あるいはこれ
らの反応に及ぼす薬物の効果の比較を予定してい
る｡
B.自由研究
自由:1
オマキザル科霊長類の四肢骨に関する機能形態
学的研究
中務真人 (大阪医大･第1解剖)
オマキザル科霊長類の中で四足歩行を中心とし
た運動を行うオマキザル属と田足歩行に加え懸垂･
木登り様行動を行うホエザル,クモザル属の大腿
骨形態を比較し.行動上の遠いと形態の差との関
連を調査した｡計測については骨頭関節面の広が
りに注目し,関節面綾上の16点において骨頭の頂
点からの距離を計測し関節面の広さを近似的に定
丑化した｡また頚の捻転,大転子･小転子の形状
についても観察を行った｡オマキザル科霊長頬の
大腿骨は共通するいくつかの特徴をしめす｡大転
子は骨頭よりも低く位置し,小転子は長く内側を
向く.頚部の捻転は弱く骨頭と預掛 まほとんど同
軸上に位置する｡こうした特徴は外転位での大腿
の運動,大腿の斑旋運動に適応的であると考えら
れる｡しかし,関節面の広さに関しては変異があ
り,オマキザル属骨頭関節面の広さを示数にする
と32.2(1.7,以下括弧内接準値差)で旧世界ザ
ルグエノンの37.4(2.9),コロブスの34.6(2.9)
に比べてもっとも狭い｡一方,ホエザル属では38.
5(1.7),クモザル属では37.8(4.9)と広い｡関
節面全体の広さばかりでなく.ホエザル･クモザ
ル属は特徴的に関節面の前部が広く.ホ干ザル15･
4(1･4),クモザル14･6(1･4)である｡オマキザ
ルでは12.0(1.3)/グエノンでは12.8(1.2),コ
ロブスで12.4(1.2)である｡この点からホエザ
ル･クモザルの股関節は屈曲姿勢の維持,また屈
曲と同時に起こる内旋運動などに特に適応してい
ると考えられる｡一方,オマキザルは旧世界ザル
に比べても狭い骨頭関節面を持つ｡関節面全体に
ついても,前部のみについてもこの程度の広がり
が四足歩行に必要とされる程度と思われる｡グエ
ノンはホエザル等に匹敵する広い阻節面をもつが.
これは関節面後面の広がりによるもので,オマキ
ザルの状態よりもさらに四足性歩行に特殊化した
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